
シライトマキバイ（地方名：まきつぶ、つぶ）

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組み

・底びき網や沖合たこかごで漁獲されています。
・2023年（令和５年）の漁獲量は7.4トン、金額は4.3百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛により水揚げはありませんでしたが、2012年
（平成24年）７月から再開されています。

・鹿島灘から北海道までの水深50m～500mに分布
し、福島県では主に水深200m～300mに生息して
います。直達発生で、生活史を通じて浮遊期間
を持たず底生生活を送ることから移動や分散は
限定的です。
・雄で殻高が約8.5cm、雌で約10.5cmになると、
半数の個体が成熟すると考えられます。産卵期
は不明ですが、一年中産卵している可能性があ
ります。
・肉食性で海底に沈んだ水生生物の死骸等を食
べていると考えられます。

＊「令和５（2023）年度 資源評価報告書」により右図を作成
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・資源の水準：高位、資源の動向：増加
・調査船調査の結果では、震災前と比較して、重量密度の増加が確認されています。

・沖合たこかごの使用かご数は300個までと知事許可漁業の許可等に関する取扱方針
で定められています。


